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 A B C A B C  A B C 

164  164 27 1 26 172 1 3 168

340  340 124 4 12 108 344 2 12 330

60  2 58 56 2 54 152  1 151

54  54 5 5 15  15

10  10 2 2 25  25

129  129 10 1 1 8 90 1 89

28  28 21 21 48  48

115  115 2 2 37  37

86  86 1 1 106  106

215  2 213 23 1 22 205  7 198

1201  4 1197 271 6 16 249 1194 4 23 1167
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図-3.3.3 対策工断面図 36) 

(応急対策)(恒久対策) 
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3.4 砂防えん堤の地震計データ 

今回の地震において、２カ所の重力式コンクリート砂防えん堤で地震動が観測された。

ここでは、それらについて検討を行い、砂防えん堤の地震応答特性を検証する。 

3.4.1 概要 

図-3.4.1に震源と砂防えん堤の位置関係、表-3.4.1に地震動記録が観測された砂防え

ん堤の諸元を示す。なお、この２基の砂防えん堤は今回の地震で被災していなかったこと

を確認している。 

図-3.4.2に神田川砂防えん堤、トス谷川砂防えん堤の本震時の加速度時刻歴波形を示

す。神田川砂防えん堤の地震計は堤体の天端と地盤（えん堤直下の間詰工の上）の２箇所、

トス谷川砂防えん堤の地震計は堤体の天端と地盤（前庭保護工の側壁護岸の盛土上）の２

箇所に設置されている。なお、神田川砂防えん堤のZ方向については欠測であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地すべり移動土

塊の押し出し 

富来川 

写真-3.3.17 河道閉塞状況 
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写真-3.3.18 地保地すべりの全景 
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表-3.4.1 砂防えん堤の諸元 

砂防えん堤名
堤高
（ｍ）

堤長
（ｍ）

本震からの
震源距離（km）

神田川砂防えん堤 24 83 29

トス谷川砂防えん堤 12.5 75 79
 

 

図-3.4.1 震源と砂防えん

堤の位置関係 

図-3.4.2 加速度時刻歴波形（左：神田川砂防えん

堤、右：トス谷川砂防えん堤） 
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